
 

2021 年 6 月 28 日 

りそなアセットマネジメント株式会社 

 

お客さま本位の業務運営にかかる取組状況の公表について 

 

りそなアセットマネジメント株式会社(以下、「当社」)は、株式会社りそなホールディング

スが公表する「りそなフィデューシャリー・デューティ―基本方針(以下、「基本方針」)」

の下、お客さま本位の業務運営に関する具体的なアクションプランを 2020 年 3 月に策定

し、その取り組み状況および成果指標(KPI)を公表してまいりました。 

 

今般、『顧客本位の業務運営に関する原則』の改定に伴い、当社のパーパス(存在意義)や経

営、業務運営に関する考え方をお客さまによりわかり易くお伝えするため、改めてお客さま

本位の業務運営にかかる取組方針1（以下、「取組方針」）を策定いたしました。当社は、本

取組方針に沿った業務を実践するとともに、その取組状況を定期的に公表してまいります。 

 

当資料では、今般策定した取組方針に基づき、2020 年度の当社の取組状況について公表い

たします。詳細につきましては次頁以降をご参照ください。 

  

当社は、当社のパーパス(存在意義)である「将来世代に対しても豊かさ、幸せを提供」する

ことを通じ、お客さまに喜んで選んでいただける資産運用会社を目指しています。そして、

パーパスの実現のため、またその前提となる資産運用会社の当然の責務として、引き続きお

客さま本位の業務運営を行ってまいります。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

1 当社の策定した「お客さま本位の業務運営にかかる取組方針」につきましては当社ホームページの「お

客さま本位の業務運営」(下記 URL)からご参照ください。 

https://www.resona-am.co.jp/investors/fiduciary.html 

 

https://www.resona-am.co.jp/investors/fiduciary.html


 

2020 年度の取組状況 

１. お客さまの最善の利益の追求 

当社では、「高度専門性を有するプロフェッショナルが、厳格な職業倫理の下、自由闊達に

活躍できる企業文化」を醸成するため、2020 年度において以下の具体的施策を実施いたし

ました。 

・従業員に求める姿を具現化したものである「行動規範」を見直しました。また、当該内容

については各所属長を通じて繰り返し全従業員に対して伝えられる事により、従業員間

でのパーパスおよび理念の共有を図ります。 

・「専門系評価制度」の深化を目的とし、業績インセンティブ体系の改定およびグループ新

人事制度におけるアセットマネジメント人財コースの諸体系整備を実施いたしました。 

・プロフェッショナルの発揮のための「ダイバーシティ浸透」を目的とする施策として下記

を実施いたしました。 

 リモートワーク・オンライン会議を含めた執務体制整備 

 産育休取得者および育休からの復帰者へのフォロー 

 りそなグループからのキャリアエントリー合格者の配属 

 キャリア採用活動継続実施・採用者の配属   等 

 

≪お客さまの最善の利益を図ることによる、安定した顧客基盤と収益の確保について≫ 

当社は、お客さまの最善の利益の追求のために、「高品質なインデックス運用」、「長期的に

再現性のある超過収益を生み出すことのできるアクティブ運用」を提供いたします。また、

「責任投資」活動にも一層注力いたします。 

当社運用プロダクトについては、運用担当部署での定例的なモニタリングの他、原則四半期

毎に開催される「運用評価委員会」にてパフォーマンス評価・分析が報告されます。また、

2021 年度以降は、原則半期毎に開催される「ファンドガバナンス会議」にて検証を行いま

す。 

※パフォーマンス実績数値については、【別紙】をご参照ください。 

 

●アクティブ運用 

・運用プロダクト毎に原則月次で実施される「運用品質管理ミーティング」にて投資行動や

パフォーマンス等の定点観測を行い、継続的に改善策を検討しています。 

・長期運用実績（10 年超）のある当社の主力アクティブ・プロダクトについては、7 プロダ

クト（全 8 プロダクト）でベンチマーク対比の超過収益を獲得しました。 

・効率的な非財務情報の分析のため、AI 技術（テキスト・マイニング手法等）の導入準備



 

を行いました。 

・さらなる運用の高度化を目指し、当社インハウスでのインパクト運用プロダクトの運用を

開始しました。 

 

●バランス運用 

・原則週次で実施される「投資戦略ミーティング」にて資産配分戦略にかかる投資判断を行

うと同時に、投資行動やパフォーマンスの定点観測を行い、継続的に改善策についても協

議を行っております。 

・リスク許容度別に複数組成するファンドについては、そのリスクに比例的なリターン、そ

の他のバランスファンドにおいても投資目的に沿ったリターンを実現しました。 

・パフォーマンスの効率性向上のため、TAA（Tactical Asset Allocation）戦略に定量モデル

を導入しました。 

 

●インデックス運用 

・原則月次で実施される「運用品質管理ミーティング」にてインデックス運用にかかる投資

行動やパフォーマンス等の定点観測を行い、継続的に改善策を検討しています。 

・当社の主力インデックス運用プロダクトにおいては、投資対象に依らず長期的（10 年超）

にベンチマーク対比での乖離は殆ど生じておりません。 

・インデックス運用において ESG インテグレーションの実装準備を行うとともに、ベンチ

マーク提供会社に対してエンゲージメントを実施しました。 

 

●責任投資 

・対話・エンゲージメントはオンライン中心に継続的に行い、昨年度実績件数を上回る対話

を実施いたしました。なお、当社では企業に過度な負担を強いることが無いよう、エンゲ

ージメント活動のクオリティを重視し、適正な活動数の維持を目指しております。 

   

・2021 年 1 月に発行したスチュワードシップレポートにおいて、日本の運用機関で初めて

となる「インパクト評価」と「マテリアリティ(重要課題)分析の結果」の開示を行いまし

た。 

（https://www.resona-am.co.jp/investors/pdf/ssc_report2020-2021.pdf） 

・議決権行使開示は賛成の場合も全件事由開示を行っております。 

・当社のスチュワードシップ活動が評価され「21 世紀金融行動原則 2020 年度最優良取組

事例」選定委員長賞(総合部門)を受賞いたしました。 

・ＩＣＧＮ、ＡＣＧＡ、ＣＡ100+等の ESG に関する海外ネットワークを活用し、海外最新

2021年3月（件数/企業） 2020年3月（件数/企業数）

エンゲージメント活動数 373/267 330/219

https://www.resona-am.co.jp/investors/pdf/ssc_report2020-2021.pdf


 

情報（ベンチマーキング情報含む）を入手し、企業へのエンゲージメントの実効性を高め

ました。 

 

当社は、組成した公募ファンドの全てについて、継続的な運用パフォーマンスの改善と情報

提供等その他運用サービスの充実を通じ、お客さまへの長期にわたる付加価値の提供を目

指しています。このような取組を継続することにより、お客さまから支持され、選ばれる運

用会社となり、結果として当社が設定する公募ファンドの残高拡大に繋がると考えていま

す。当社は全ての公募ファンドについて、一定の残高規模を目指しています。 

  

 

2. 利益相反の適切な管理 

利益相反管理方針等に基づく管理状況については、取組方針に基づき、半期毎に当社の経

営会議および取締役会への報告を実施いたしました。 

 

≪利益相反の可能性がある具体的なケースについて≫ 

運用部門に対する当社グループの法人部門からの不当な干渉・圧力等の有無について継

続的なモニタリングを実施しており、該当事例はありませんでした。 

 

3. 手数料等の明確化 

・2020 年度は、公募ファンドを 5 ファンド新規に設定いたしました。いずれも組成時に「運

用委員会」にて手数料等について協議を実施しています。2021 年度以降は、「ファンドガ

バナンス会議」にて、当社が組成した全ての公募ファンドの手数料等についても検証を行

う予定です。 

・ファンドの手数料等については、ファンドの目論見書にその手数料の種別毎に料率を記載

するとともに、その対価の内容についても記載を行っています。 

 

4. 重要な情報のわかりやすい提供  

・販売時使用資料※の作成・改訂の際には、お客さまが投資判断を行う際に特に重要な情報

と考えられる内容（以下、「重要な投資情報」）について、分かり易さと網羅性を意識して

作成しています。 

2021年3月 2020年3月

純資産総額100億円以上のファンド数 20 17

全体のファンド数に占める割合 34.5% 31.5%



 

・目論見書の作成に際し、お客さまの視認性などを考慮し、ユニバーサル・デザイン・フォ

ントを導入しています。2020 年度は、交付運用報告書の作成に際し、ユニバーサル・デ

ザイン・フォントを導入し、交付運用報告書の表紙に「UD FONT」ロゴマークを挿入い

たしました。 

・公募ファンドでは、定例レポート等に記載をする運用コメントについて、より伝わりやす

い文章表現への改善を継続的に実施しています。 

 

※販売時使用資料は、当社ファンドの取扱販売会社が、販売・推奨時に利用する運用会社作

成資料（販売用資料、目論見書および重要情報シート等）をいいます。 

 

≪重要な投資情報に含まれる内容について≫ 

・重要な投資情報には以下の内容を含み、公募ファンドの販売時使用資料の作成・改訂の際

には、当該情報の分かり易さと網羅性を意識して作成いたしました。 

（重要な投資情報） 

 運用方針、運用目的 

 運用スキーム 

 運用手法、投資対象 

 内包されるリスクとその内容 

 今後想定される値動き（過去一定期間における収益率（平均、最低、最高）） 

 設定・解約の条件 

 運用に付随するコストおよびその対価 

 販売対象として想定する顧客層 

 

※取組方針に基づき、2021 年度には重要情報シートについての対応を実施予定です。 

 

≪複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨等する場合について≫ 

当社は、商品・サービスをパッケージとしてお客さまに販売・推奨する事ことはいたしま

せん。 

 

≪お客さまの取引経験や金融知識を考慮の上、誠実な内容の情報提供を行う事について≫ 

・販売時使用資料作成時には、重要な投資情報については、取引経験や金融知識に依存せず、

どのようなお客さまでも理解いただけるよう、明確かつ平易な言葉で記載すると同時に、

記載内容は改訂のタイミングで継続的な見直しを行っています。 

・公募ファンドの運用レポートについても、お客さま自身でファンドの運用状況などを把握

できるよう、運用経過やパフォーマンスの要因についてわかり易く記載しています。 

・取扱販売会社に対し、当社ファンドの説明会などを実施する際においては、推進面での情



 

報提供に偏ることなく、内包するリスク等の重要な投資情報についても十分な情報提供

を行っております。 

 

≪金融商品・サービスの複雑さに見合った情報提供について≫ 

・当社は、特に商品の複雑性を高めると考えられる、仕組債や複雑なデリバティブ取引等を

主たる投資対象とする公募ファンドについては、組成をしておりません。 

・保証契約が付与されているファンドなど、一般的なファンドと異なる運用スキームである

ファンドについては、販売時使用資料に十分な分量と明確な表現を用いて当該内容の記

載を行いました。 

 

≪提供する情報を重要性に応じて区別することについて≫ 

・ファンドの販売時使用資料の作成にあたっては、重要な投資情報のうち、以下の内容につ

いてフォントサイズ、太字もしくは赤字で強調した上で作成しています。 

 運用方針、運用目的 

 運用手法、投資対象 

 運用に付随するコストおよびその対価 

 

5. お客さまにふさわしいサービスの提供 

・商品ラインアップのやみくもな拡充を行わず、真のお客さまニーズにお応えできるものに

厳選するという当社の方針の下、「運用委員会」での協議の結果、2020 年度は下記の公募

ファンドを設定いたしました。いずれも、年金運用で培った運用力を活用したもので、一

時の市場環境等に依存せず、長期資産形成に資する商品性を具備しています。 

 りそな つみたて国内株式アクティブファンド          

 Ｓｍａｒｔ－ｉ Ｓ＆Ｐ５００インデックス           

 埼玉りそな・グローバルバランス・プラスＥＳＧ         

 グローバル中小型株式ファンド                 

 日本厳選株式ファンド 

 

・ファンドの組成時には、「運用委員会」にて販売対象として想定する顧客層も含め協議を

行った上で設定しています。また、組成時に商品性が適切に検討されているかについて、

2021 年度より「ファンドガバナンス会議」にて検証を実施いたします。 

 

≪金融商品・サービスの販売・推奨等に関し留意すべき事項について≫ 

・取扱販売会社の担当者が、お客さまの適合性やライフプランに沿った提案が可能となるよ

う、販売会社向けファンド説明会等の実施を通じ、重要な投資情報について十分な情報提



 

供を行いました。 

・また、取扱販売会社の担当者のアフターフォロー、お客さまご自身での運用状況の把握に

資する情報として、公募ファンドの運用レポート（2020 年度 98 件）および市場環境レポ

ート（2020 年度 77 件）を継続的に提供しました。 

 

≪複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨する場合について≫ 

当社は、商品・サービスをパッケージとしてお客さまに販売・推奨する事はいたしません。 

 

≪販売対象として想定する顧客属性の特定・公表等について≫ 

・今後、ファンド組成時における「運用委員会」の協議内容、および取組方針に基づき「重

要情報シート」にて想定顧客属性について特定・公表する予定です。 

 

≪複雑又はリスクの高い金融商品や特定の顧客属性に対しての商品の販売・推奨等について

≫ 

当社は、特に商品の複雑性を高めると考えられる、仕組債や複雑なデリバティブ取引等を

主たる投資対象とする公募ファンドについては、組成をしておりません。 

 

≪従業員がその取り扱う金融商品の仕組み等に係る理解と、お客さまへの基本的な金融取引

などに関する情報提供について≫ 

・ お客さまの資産形成に役立つ情報や現在の市場環境等に関して販売会社本部および営業店

等での研修・勉強会講師対応を行いました。 

・ファンドの運用状況や市場環境に関して、お客さま向けセミナーでの講師派遣対応（年間 44

回）を行いました。 

・グループ内向け研修として、アカデミープログラムの提供を行いました。 

・2021 年 1 月に未来資産形成ラボを設置し、グループ内外の金融機関向けに長期運用に資する

ポートフォリオ研修を実施しました。 

（未来資産形成ラボ：https://www.resona-am.co.jp/about/labo/） 

・ファンドの運用状況等についてのレポート(年間 98 件)、市場環境・投資環境等についてのレ

ポート(年間 77 件)を提供いたしました。 

 

6. 従業員に対する適切な動機付けの枠組み等  

・ 運用担当者については、主担当ファンドの中長期のパフォーマンス実績等から定量的評

価を実施し、高度専門性を有する所属長の定性的評価を考慮に入れ、「専門系評価委員会」

での協議を経て人事評価を行いました。 

・最低限の専門性を維持する施策として、当社では全従業員に対して証券アナリストの資格

https://www.resona-am.co.jp/about/labo/


 

取得を奨励しています。2021 年 3 月末時点で、運用関連部署での証券アナリスト資格保

有者数および保有比率は以下の通りです。 

  

※運用関連部署は、運用戦略部、インデックス運用部、株式運用部、債券運用部、責任投資部およびト

レーディング部を指し、2021 年 3 月末で 105 名が在籍しております。 

 

≪お客さま本位の業務運営ついて従業員への周知と支援・検証するための体制について≫ 

・お客さま本位の業務運営に関する状況については、当社の経営会議および取締役会に報

告を実施いたしました。 

・社外取締役を構成員とする「ファンドガバナンス会議」を設置、関連する規程等を整備

いたしました。 

 

以上 

2021年3月 2020年3月

証券アナリスト資格保有者数と割合 78名（74.3％） 77名（77.7％）



 

【別紙】 

●アクティブ運用 

当社が株式会社りそな銀行より運用の再委託を受けている年金投資基金信託については良

好な長期運用実績(過去 10 年)を示しており、株式口 V を除く全てのファンドでベンチマー

ク対比超過収益を獲得いたしました。 

 

 

 

【年金向け商品】

過去3年（年率換算）

資産名

ファンド名 株式口A 株式口L 株式口W 株式口O 株式口V 株式口Z

超過収益率（対ベンチマーク） 1.76% -0.18% 6.79% 5.38% -3.01% 12.83%

シャープレシオ 0.54 0.36 0.70 0.36 0.21 0.54

インフォメーションレシオ 0.63 -0.04 0.89 0.92 -0.40 0.54

資産名 外国債券 外国株式

ファンド名 公社債口A 公社債口D 外証券口A 総合口O

超過収益率（対ベンチマーク） 0.03% 0.12% 0.00% 10.65%

シャープレシオ 0.17 0.21 0.93 1.14

インフォメーションレシオ 0.12 0.59 -0.01 1.39

過去5年（年率換算）

資産名

ファンド名 株式口A 株式口L 株式口W 株式口O 株式口V 株式口Z

超過収益率（対ベンチマーク） 2.24% 1.18% 4.16% 5.19% -2.12% 22.60%

シャープレシオ 0.88 0.70 0.86 0.78 0.49 1.14

インフォメーションレシオ 0.74 0.32 0.71 0.90 -0.29 1.14

資産名 外国債券 外国株式

ファンド名 公社債口A 公社債口D 外証券口A 総合口O

超過収益率（対ベンチマーク） 0.12% 0.23% -0.03%

シャープレシオ 0.13 0.18 0.34

インフォメーションレシオ 0.54 1.07 -0.03

過去10年（年率換算）

資産名

ファンド名 株式口A 株式口L 株式口W 株式口O 株式口V 株式口Z

超過収益率（対ベンチマーク） 2.15% 1.44% 3.30% 2.62% -0.23%

シャープレシオ 0.82 0.71 0.80 0.85 0.62

インフォメーションレシオ 0.77 0.43 0.71 0.51 -0.03

資産名 外国債券 外国株式

ファンド名 公社債口A 公社債口D 外証券口A 総合口O

超過収益率（対ベンチマーク） 0.23% 0.33% 0.32%

シャープレシオ 0.95 0.98 0.74

インフォメーションレシオ 0.93 1.21 0.34

国内株式

国内債券

国内株式

国内債券

国内株式

国内債券



 

●バランス運用 

「りそなラップ型ファンド(安定型)[愛称：R246(安定型)]」が第 6 回「楽天証券ファンドア

ワード（バランス(固定配分)部門_アクティブファンド）」において優秀ファンドを受賞いた

しました。 

 

 

●インデックス運用 

当社が株式会社りそな銀行より運用の再委託を受けている年金投資基金信託については良

好な長期運用実績(過去 10 年)を示しており、各資産において長期にわたりパフォーマンス

の乖離は殆ど生じておりません。 

 

 

※年金投資基金信託は、株式会社りそな銀行が年金信託契約に基づき提供しているファンドであり、当社

が株式会社りそな銀行より運用の再委託を受けているものを記載しています。 

※年金投資基金信託の収益率については各種のコストは控除前で計算しています。 

公募投信

過去3年（年率換算）

安定型 安定成長型 成長型

収益率 2.31% 4.49% 7.27%

シャープレシオ 0.67 0.51 0.43

過去５年（年率換算）

安定型 安定成長型 成長型

収益率 1.68% 3.25% 6.34%

シャープレシオ 0.57 0.42 0.45

ファンド名

ファンド名

りそなラップ型ファンド（愛称：R246）

りそなラップ型ファンド（愛称：R246）

過去3年（年率換算）

資産名 国内債券 国内株式 外国債券 外国株式

ファンド名 公社債口C 株式口C 外証券口O 外証券口C

超過収益率（対ベンチマーク） 0.01% 0.07% -0.04% -0.03%

トラッキングエラー 0.04% 0.11% 0.21% 0.08%

過去5年（年率換算）

資産名 国内債券 国内株式 外国債券 外国株式

ファンド名 公社債口C 株式口C 外証券口O 外証券口C

超過収益率（対ベンチマーク） 0.01% 0.06% -0.01% -0.04%

トラッキングエラー 0.04% 0.10% 0.17% 0.09%

過去10年（年率換算）

資産名 国内債券 国内株式 外国債券 外国株式

ファンド名 公社債口C 株式口C 外証券口O 外証券口C

超過収益率（対ベンチマーク） 0.01% 0.07% 0.01% -0.08%

トラッキングエラー 0.05% 0.17% 0.17% 0.08%



 

※シャープ・レシオは短期コール(有担保コール)控除後の収益率を、当該収益率の標準偏差で除すること

により得られる数値です。 

※インフォメーション・レシオは、ベンチマークを上回った収益率(超過収益率)の平均を、超過収益率の標

準偏差で除することにより得られる数値です。 

※年金投資基金信託は 10 年以上の運用実績がある代表的なファンド、公募ファンドについては 5 年以上

の運用実績があるものを掲載しています。 

 

 

以上 


